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Ｑ４：                  

現行小学校学習指導要領の外国語活動では、「聞くこと」「話すこと」の２技能ですが、新小学校学習指導要

領の３・４年生外国語活動は「聞くこと」「話すこと［やり取り］」「話すこと［発表］」の３領域となります。 

なお、「技能」という言葉ではなく「領域」という言葉を使うようになります。 

 

 

 

Ｑ５：                             

新小学校学習指導要領の５・６年生では「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やり取り］」「話すこと［発表］」

「書くこと」の５領域となります。 

なお、これについては、新中学校学習指導要領でも同様となります。既に整備・活用されている CAN-DOリス

トについても、５領域にしていくことが求められます。 

新学習指導要領では、校種を越えて共通理解することが求められています。「小・中・高等学校で一貫した目

標を実現する」ことが謳われ、自校種の情報を知っているだけでは十分ではありません。 

例えば、新小学校学習指導要領では heや sheなど「三人称」を含んだ文を扱うことになっていますが、いわ

ゆる「三人称単数現在のＳ」を学習する訳ではありません。子どもたちの適切な学習のためには、中学校の先

生方が小学校では何を学ぶのかを理解しておく必要があります。校種を超えて、情報共有や情報交換を十分に

行いましょう。 

「新学習指導要領を読むのは大変」という声も耳にしますが、新学習指導要領は、具体的な活動例まで挙げ

ながら、分かりやすく記述されています。来年度からの移行期間に向けて、是非読んでおきたいものです。 
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Ｑ６：                            

新小学校学習指導要領に対応して、平成２９年７月に、文部科学省から「小学校外国語活動・外国語 研修ガ

イドブック」が示され、現在ダウンロードが可能となっています。具体的で分かりやすい情報と専門的な解説が

記されています。私たちが知りたい情報が項目ごとに整理されていますので、目次を頼りに辞書のように活用す

ることもできます。各校の校内研修に活用することはもちろん、授業で英語を使うのが苦手な場合にはクラスル

ーム・イングリッシュをまとめたページもありますので、自己研修等にも活用することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ７：移行期間中における小学校の評価について教えてください。          

平成３０年度～平成３１年度までの２年間の移行期間では、現行の小学校学習指導要領の下の評価規準等に

基づくことになっています。また、「指導要録の取扱い」については、３・４年生は「総合所見及び指導上参考

となる諸事項を記録する欄」に児童の学習状況における顕著な事項を記入するなど、外国語活動の学習に関す

る所見を文章で記述し、５・６年生は「外国語活動の記録の欄」に文章で記述することになっています。外国語

活動については、引き続き、数値による評価は行なわず、評定も行いません。 

平成３２年度からの全面実施における評価については、今後文部科学省から示されることになっています。 
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研修ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ ｲﾒｰｼﾞ 

 「主体的・対話的で深い学び」と聞くと、難しいことのように聞こえるものです。しかし外国語(英語)学習で

は、小・中学校を通じて「目的や場面、状況など」というキーワードを通してシンプルに考えることができます。 

（小学校外国語活動・外国語研修ガイドブックより抜粋及び一部改） 

新学習指導要領では、「目的・場面・状況などに応じて、情報や自分の考え及びそれらを表現するためにどの

ような言語材料等を使用するとよいかについて思考・判断すること」が重要とされ、そのような営みにより、

「主体的・対話的で深い学び」が実現されると明記されています。 

（１）「主体的」であるか 誰かになりきって何かを話したり、架空のことを話したりさせるだけではなく、本

当の自分自身の考えや気持ちを表現させることが非常に大切です。 

（２）「対話的」であるか 「対話的」な活動にするために、ペアでの対話活動を取り入れることがあるが、そ

の対話活動が形だけのものとならないようにしなければなりません。対話する目的があること、対話する

（伝え合う）内容が互いに未知であることが挙げられます。 

（３）「深い学び」であるか 子どもが「意味」と「場面」、「目的」を結び付けながら言語材料を使用して言

語活動に取り組んでいるという状態にすることが大切です。 

 つまり、「主体的・対話的で深い学び」を実現させるには、①伝え合う目的があること、②自分自身のことを

伝え合わせること、③伝え合う内容が互いにとって未知であること、④ 前述の①～③の条件を具備した内容

を伝え合う中で、言語材料の「意味」と「（当該言語材料が使われる）場面」と「（当該言語材料を使用する）

目的」を結び付けることができるようにすることが大切です。 


